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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結

累計期間
第66期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （百万円） 39,258 38,459 81,023

経常利益 （百万円） 142 52 386

四半期（当期）純利益 （百万円） 257 46 489

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 251 129 538

純資産額 （百万円） 3,874 4,290 4,161

総資産額 （百万円） 13,346 13,615 14,575

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 11.48 2.05 21.80

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.03 31.51 28.55

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,023 33 920

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △74 △109 △52

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,237 △1,539 △657

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,462 1,347 2,961

 

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

第67期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

(円） 3.14 △0.55

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４．従来、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に計上していた「利息及び配当金の受取額」及び「財務活動

によるキャッシュ・フロー」に計上していた「利息の支払額」を、当第２四半期連結会計期間より「営業活

動によるキャッシュ・フロー」に計上する方法に変更したため、当該表示方法の変更を反映した遡及修正後

の数値を記載している。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における、わが国経済は、４月からの消費税増税や為替相場円安による輸入原料の値

上がりにより製品単価は上昇し、消費者の購買意欲は減退しており、本格的な景気回復とは言えない状況となって

おります。当社を取巻く水産卸売業界においては、水産資源の減少、市場外流通の増大等の構造的な諸問題に加

え、消費者の低価格志向は変わらず厳しい業界環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は384億59百万円（前年同期売上高392億58百万円）と減収とな

り、冷凍品の利益率の低下により売上総利益が減少し、営業利益は19百万円（前年同期営業利益１億31百万円）、

経常利益は52百万円（前年同期経常利益１億42百万円）、四半期純利益は46百万円（前年同期四半期純利益２億57

百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

水産物卸売業は、売上高は380億91百万円（前年同期は389億円）、セグメント損失は67百万円（前年同期は45百

万円のセグメント利益）となりました。冷蔵倉庫業は、売上高は２億19百万円（前年同期は２億５百万円）、セグ

メント利益は２百万円（前年同期は１百万円のセグメント損失）となりました。不動産賃貸業は、売上高は１億49

百万円（前年同期は１億52百万円）、セグメント利益は84百万円（前年同期は87百万円のセグメント利益）となり

ました。

当第２四半期連結会計期間末の総資産は136億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億59百万円減少いた

しました。流動資産は90億72百万円となり、10億１百万円減少いたしました。これは主に借入金の返済に伴う現金

及び預金の減少によるものです。固定資産は45億43百万円となり、41百万円増加いたしました。これは主に時価の

上昇に伴う投資有価証券の増加によるものです。当第２四半期連結会計期間末の負債は93億24百万円となり、前連

結会計年度末に比べ10億89百万円減少いたしました。流動負債は78億10百万円となり、７億75百万円減少いたしま

した。これは主に短期借入金の返済によるものです。固定負債は15億13百万円となり、３億13百万円減少いたしま

した。これは主に長期借入金の返済によるものです。当第２四半期連結会計期間末の純資産は42億90百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ、１億29百万円増加いたしました。これは利益剰余金及びその他有価証券評価差額金

の増加によるものです。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の28.55％から31.51％となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間より、従来、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に計上しておりました「利息及

び配当金の受取額」及び「財務活動によるキャッシュ・フロー」に計上しておりました「利息の支払額」を、「営

業活動によるキャッシュ・フロー」に計上する方法に表示方法の変更を行っており、遡及処理後の数値で前年同四

半期比較を行っております。

 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ16億14百万円減少

し、13億47百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増加により33百万円の収入（前年同期は10億23百万円の収

入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付金の支出により１億９百万円の支出（前年同期は74百万円の支出）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により15億39百万円の支出（前年同期は22億37百万円の

支出）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

EDINET提出書類

築地魚市場株式会社(E02571)

四半期報告書

 4/20



当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について以下を除き重要な変更はありま

せん。

 

当社株式の大規模取得行為への対応策（事前警告型買収防衛策）の非継続

当社は、平成19年２月６日開催の当社取締役会において「当社株式の大規模買付行為への対応策（買収防衛

策）」を導入し、直近では平成25年６月27日開催の当社第65回定時株主総会において株主の皆様のご承認をいた

だき継続しておりました（以下、継続後のプランを「現プラン」といいます）。

現プランの有効期間の満了を迎えるにあたり、平成26年５月21日開催の取締役会において、平成26年６月開

催の第66回定時株主総会終結の時をもって現プランを継続しないことを決議いたしました。

なお、当社は、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、大規模買付行為の是非を株主の皆様が適切に

判断するための必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて当社取締役会の意見等を開示し、株主の皆様の検

討のための時間の確保に努める等、金融商品取引法、会社法その他関係法令の許容する範囲内において、適切

な措置を講じてまいります。

 

(4）研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成26年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,475,208 22,475,208
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

 1,000株

計 22,475,208 22,475,208 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

－ 22,475,208 － 2,037 － 977
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(6)【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ベニレイ 東京都港区芝浦4-9-25 1,712 7.61

東洋水産株式会社 東京都港区港南2-13-40 1,216 5.41

株式会社みずほ銀行

(常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町1-5-5　

(東京都中央区晴海1-8-12晴海アイランド

トリトンスクエアオフィスタワーZ棟)

1,112 4.94

株式会社ニチレイフレッシュ 東京都中央区築地6-19-20 790 3.51

横浜冷凍株式会社 神奈川県横浜市神奈川区守屋町1-1-7 576 2.56

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 346 1.53

大三川　和義 東京都小金井市 302 1.34

築地魚市場持株会 東京都中央区築地5-2-1 300 1.33

朝日生命保険相互会社

(常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町2-6-1

(東京都中央区晴海1-8-12晴海アイランド

トリトンスクエアオフィスタワーZ棟)

300 1.33

株式会社ヨンキュウ 愛媛県宇和島市築地町2-318-235 291 1.29

計 － 6,945 30.90
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　30,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式22,359,000 22,359 －

単元未満株式 普通株式　　86,208 － －

発行済株式総数 22,475,208 － －

総株主の議決権 － 22,359 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

築地魚市場㈱
東京都中央区築地

5-2-1
30,000 － 30,000 0.13

 

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,961 1,347

受取手形及び売掛金 4,347 4,461

前渡金 195 157

有価証券 22 6

商品及び製品 2,060 2,774

原材料及び貯蔵品 10 13

その他 656 473

貸倒引当金 △182 △162

流動資産合計 10,073 9,072

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,765 1,723

その他（純額） 996 995

有形固定資産合計 2,761 2,719

無形固定資産 88 83

投資その他の資産   

投資有価証券 1,300 1,388

その他 459 460

貸倒引当金 △108 △109

投資その他の資産合計 1,651 1,739

固定資産合計 4,501 4,543

資産合計 14,575 13,615

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,537 3,014

短期借入金 5,483 4,283

未払法人税等 14 12

賞与引当金 98 66

その他 452 433

流動負債合計 8,586 7,810

固定負債   

長期借入金 678 366

長期未払金 3 3

繰延税金負債 88 88

退職給付に係る負債 479 488

その他 576 565

固定負債合計 1,827 1,513

負債合計 10,413 9,324

 

EDINET提出書類

築地魚市場株式会社(E02571)

四半期報告書

10/20



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,037 2,037

資本剰余金 983 983

利益剰余金 775 821

自己株式 △5 △5

株主資本合計 3,790 3,836

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 352 437

繰延ヘッジ損益 △0 △1

土地再評価差額金 18 18

その他の包括利益累計額合計 370 454

純資産合計 4,161 4,290

負債純資産合計 14,575 13,615
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 39,258 38,459

売上原価 37,424 36,709

売上総利益 1,834 1,750

販売費及び一般管理費 ※ 1,703 ※ 1,731

営業利益 131 19

営業外収益   

受取利息 19 23

受取配当金 19 23

その他 11 21

営業外収益合計 50 68

営業外費用   

支払利息 34 27

その他 4 8

営業外費用合計 39 35

経常利益 142 52

特別利益   

損害賠償金 117 －

特別利益合計 117 －

税金等調整前四半期純利益 259 52

法人税等 2 6

少数株主損益調整前四半期純利益 257 46

四半期純利益 257 46
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 257 46

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5 84

繰延ヘッジ損益 － △0

その他の包括利益合計 △5 83

四半期包括利益 251 129

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 251 129

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 259 52

減価償却費 84 81

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） △5 △32

長期未払金の増減額（△は減少） △19 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △84 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 9

受取利息及び受取配当金 △39 △47

支払利息 34 27

損害賠償金 △117 －

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △4

売上債権の増減額（△は増加） △235 △115

たな卸資産の増減額（△は増加） 8 △717

前渡金の増減額（△は増加） 122 38

仕入債務の増減額（△は減少） 889 477

その他 17 260

小計 914 12

利息及び配当金の受取額 42 47

利息の支払額 △27 △20

損害賠償金の受取額 117 －

法人税等の支払額 △23 △5

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,023 33

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △15 △19

投資有価証券の取得による支出 △10 △9

投資有価証券の売却による収入 4 22

貸付けによる支出 △123 △143

貸付金の回収による収入 53 41

その他 17 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △74 △109

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,316 △1,500

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △197 △15

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △0

その他 △23 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,237 △1,539

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,289 △1,614

現金及び現金同等物の期首残高 2,751 2,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,462 ※ 1,347
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

銀行借入保証   

 東市築地水産貿易（上海）有限公司 33百万円 35百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

出荷奨励金 45百万円 42百万円

完納奨励金 48 52

保管附帯費 245 225

市場使用料 130 128

給料及び賞与 600 594

賞与引当金繰入額 57 60

退職給付費用 45 43

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 1,462百万円 1,347百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,462 1,347
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 水産物卸売業 冷蔵倉庫業 不動産賃貸業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 38,900 205 152 39,258 － 39,258

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 12 － 12 (12) －

計 38,900 217 152 39,271 (12) 39,258

セグメント利益又は損失（△） 45 △1 87 131 － 131

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 水産物卸売業 冷蔵倉庫業 不動産賃貸業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 38,091 219 149 38,459 － 38,459

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 8 － 8 (8) －

計 38,091 227 149 38,468 (8) 38,459

セグメント利益又は損失（△） △67 2 84 19 － 19

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 11円48銭 ２円05銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 257 46

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 257 46

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,445 22,445

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月14日

築地魚市場株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　栄司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　英治　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている築地魚市場株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、築地魚市場株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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